
１�

近
代
化
遺
産
と
は
、日
本
の
近
代
化
を
支

え
た
建
築
物
、都
市
施
設
や
産
業
施
設
の
こ

と
で
あ
る
。長
崎
県
は
日
本
の
西
端
に
位
置
し
、

日
本
の
中
で
も
特
異
な
近
代
化
が
な
さ
れ

た
地
域
で
あ
る
た
め
、多
く
の
近
代
化
遺
産

が
残
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
建
造
物
を
芸

術
的
・
技
術
史
的
に
評
価
し
、日
本
の
文
化

財
と
し
て
保
存
す
る
と
共
に
、観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。文
化
財
と
し

て
の
価
値
、建
造
物
の
補
修
技
術
、地
域
活

性
化
へ
の
活
用
な
ど
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

�
長
崎
外
国
人
居
留
地

（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

■
長
崎
外
国
人
居
留
地
の
成
立

日
本
の
近
代
化
は
安
政
５
年（
１
８
５
８
）の
修

好
通
商
条
約
に
よ
る
、５
港
の
開
港
と
外
国
人
居

留
地
の
建
設
に
よ
り
始
ま
る
。長
崎
に
は
江
戸
時
代

か
ら
続
く
出
島
蘭
館
と
唐
人
屋
敷
が
あ
っ
た
が
、大

浦
湾
を
埋
め
立
て
周
辺
の
畑
を
造
成
し
、東
山
手
・

大
浦
・
下
り
松
・
南
山
手
一
帯
を
外
国
人
居
留
地
に

設
定
し
た
。江
戸
時
代
の
伝
統
的
な
都
市
の
中
に
、

近
代
的
な
都
市
計
画
に
よ
る
西
洋
風
の
街
区
が
出

現
し
た
。産
業
革
命
を
経
た
欧
米
の
技
術
は
、外
国

人
居
留
地
か
ら
国
内
に
導
入
さ
れ
、居
留
地
内
に
建

設
さ
れ
た
教
会
は
、キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
窓
口
と

な
っ
た
。

■
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

長
崎
市
の
東
山
手
・
大
浦
・
南
山
手
地
区
の
旧
外

国
人
居
留
地
区
内
に
は
、様
々
な
洋
風
建
築
物
が

残
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、居
留
地
時
代
の
ま
ま
に
、地

形
や
道
路
と
共
に
、石
畳
、側
溝
な
ど
の
土
木
遺
構

が
残
さ
れ
、日
本
に
お
け
る
初
期
の
居
留
地
の
形
態

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、東
山
手
と
南
山

手
地
区
は
、平
成
３
年（
１
９
９
１
）国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
は
、文
化
財
保
護
法
で

規
定
さ
れ
た
、町
並
み
の
重
要
文
化
財
に
相
当
す
る

地
域
で
あ
る
。２
０
０
８
年
６
月
全
国
で
８３
地
区

が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
長
崎
外
国
人
居
留
地
を
研
究
す
る
た
め
に

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、居
留
地
時
代
の
古

写
真
を
収
集
し
て
き
た
。

工学部教授

岡林 隆敏
Okabayashi Takatoshi

マリア園（南山手）

大浦・東山手居留地 ３）

東山手１２番館
（長崎市旧居留地私学歴史資料館）２）

外国人居留地地図 １）

東山手伝統的建造物群保存地区

伝統的建造物群保存地区 ２）

東山手７棟洋館 ２）

居留地境
（東山手）

南山手伝統的建造物群保存地区

どんどん坂
（南山手）
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福江島�

久賀島�

椛島�

五島灘�

奈留島�

若松島�

中通島�
平島�

宇久島�

平戸島�

生月島�
中江ノ島� 鷹島� 福島�

伊万里市�

武雄市�

佐賀県�

有明海�

黒島�

大島�

松島�

大村湾�

時津�長与�

長崎半島�

天草灘�

橘湾�

諫早湾�

野崎島�

江ノ島�

西海国立公園�

五島市�

新上五島町�

小値賀町�

平戸市�

松浦市�

佐世保市�

西海市�

大村市�

諫早市� 雲仙市�

島原市�

南島原市�

長崎市�

島原地区�

長崎地区�

五島地区�

平戸・佐世保地区�

堂崎教会�

黒崎教会�

ド・ロ神父遺跡�
旧出津救助院�
出津教会�

旧野首教会�

浦上天主堂�

神ノ島教会�

日本二十六聖人殉教地� サント・ドミンゴ教会跡�

田平天主堂�

黒島天主堂�

日野江城跡�

原城跡�

吉利支丹墓碑�

旧五輪教会堂�

頭ヶ島天主堂�

江上教会�

大曽教会�

大野教会�

紐差教会�

宝亀教会�

青砂ヶ浦天主堂�

大浦天主堂�
旧羅典神学校�
旧大司教館�

N

�
長
崎
の
教
会
群
と

キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産

（
世
界
遺
産
暫
定
登
録
）

■
五
島
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
群

元
治
元
年（
１
８
６
４
）、南
山
手
の
外
国
人
居

留
地
の
一
画
に
、プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
は
慶
長
２
年

（
１
５
９
７
）に
殉
教
し
た
２６
聖
人
の
た
め
に
、大
浦

天
主
堂
を
建
設
し
た
。日
本
に
、潜
伏
信
徒
が
い
る

こ
と
が
分
か
り
、潜
伏
信
者
が
多
く
住
ん
で
い
た
五

島
列
島
で
は
こ
れ
ら
の
信
者
が
復
活
し
た
。信
者
達

は
神
父
の
指
導
を
受
け
、自
分
達
の
力
と
地
元
の
資

材
を
用
い
て
、五
島
の
浦
々
の
集
落
に
教
会
を
建
設

し
た
。こ
の
よ
う
な
教
会
は
、今
で
も
、五
島
、平
戸
、

長
崎
、天
草
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。日
本
人

大
工
棟
梁
鉄
川
与
助
に
よ
る
も
の
や
、地
方
固
有
の

材
料
を
用
い
た
木
造
、煉
瓦
造
、石
造
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
な
ど
、明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の

変
化
に
富
ん
だ
教
会
建
築
群
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

■
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

平
成
１２
年（
２
０
０
０
）８
月
、建
築
修
復
学
会

五
島（
奈
留
）大
会
で
は
、五
島
周
辺
の
教
会
群
を

「
世
界
遺
産
」に
す
る
た
め
の
運
動
を
す
る
こ
と
を

決
め
た
。「
世
界
遺
産
」は
、昭
和
４７
年（
１
９
７
２
）

に
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た「
世
界
遺
産
条
約
」

に
基
づ
き
、世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
、優

れ
た
自
然
、景
観
、遺
跡
な
ど
で
あ
る
。長
崎
県
で
は
、

�
五
島
周
辺
の
教
会
群
、�
長
崎
市
の
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
、�
島
原
の
乱
に
関
す
る
遺
跡
な
ど
を

構
成
資
産
と
し
て
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト

教
関
連
遺
産
」の
名
称
で
提
案
し
、平
成
１９
年

（
２
０
０
７
）日
本
の
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。平
成
２１
年
１
月
現
在
、日
本
の
世
界
遺
産
１４
件

（
文
化
遺
産
１１
件
、自
然
遺
産
３
件
）、暫
定
一
覧

１２
件
で
あ
る
。

大浦天主堂

旧五輪教会堂 ４）江上教会 ４）

世界遺産構成資産の分布 ４）

大浦天主堂（古写真）３）

頭ヶ島天主堂 ４）旧野首教会 ４）
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長崎大学�

長崎市�
外海地区�

〈所 蔵〉
１）長崎県立長崎図書館
２）長崎市文化財課
３）長崎大学附属図書館
４）長崎県知事公室世界遺産担当
５）ド・ロ神父記念館
６）長崎市世界遺産推進室

�
外
海
地
区
の
重
要
文
化
的

景
観
地
区
選
定
に
向
け
て

■
教
会
を
中
心
と
し
た
外
海
地
区
の
近
代
化

長
崎
市
外
海
地
区
は
、地
図
に
示
し
た
よ
う
に
日

本
本
土
の
最
西
端
に
あ
り
、江
戸
時
代
に
は
弾
圧
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
多
く
が
、こ
こ
か
ら
船
で

五
島
列
島
に
移
住
し
た
。慶
応
元
年（
１
８
６
５
）

に
、プ
チ
ジ
ャ
ン
神
父
が
出
津（
旧
外
海
町
出
津：

現
長
崎
市
）を
訪
問
し
、キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
復
活

し
た
。明
治
１２
年（
１
８
７
９
）、マ
ル
コ
・マ
リ
・
ド
・ロ

神
父
が
外
海
地
区
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。フ

ラ
ン
ス
の
貴
族
で
あ
っ
た
ド
・ロ
神
父
は
、外
海
地
区

の
住
民
の
貧
し
さ
を
見
て
、宗
教
に
根
ざ
し
た
教

育
・
福
祉
・
地
域
振
興
を
図
っ
た
。出
津
教
会（
明
治

１５
年
・
１
８
８
２
）、救
助
院（
明
治
１６
年
）、鰯
網

工
場
、保
育
所（
明
治
１８
年
）を
建
設
し
、小
麦
、綿
、

茶
を
栽
培
す
る
た
め
農
場
を
開
墾
し
た
。現
在
、こ

れ
ら
、教
会
を
中
心
と
し
た
集
落
が
、特
異
な
文
化

的
景
観
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

■
重
要
文
化
的
景
観
地
区
選
定
に
向
け
て

近
年
の
都
市
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、減
少
す
る
日

本
固
有
の
美
し
い
山
村
・
農
村
風
景
を
保
存
す
る
た

め
に
文
化
財
保
護
法
の
中
に
、「
重
要
文
化
的
景

観
」の
保
護
が
規
定
さ
れ
た
。平
成
２１
年（
２
０
０

９
）２
月
現
在
で
、日
本
を
代
表
す
る
棚
田
・
里
山
・

水
辺
景
観
が
、全
国
で
１５
件
選
定
さ
れ
て
い
る
。長

崎
市
で
は
外
海
地
区
の「
重
要
文
化
的
景
観
」選
定

に
向
け
て
、県
内
大
学
と
共
に
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
る
。ド
・ロ
神
父
が
、フ
ラ
ン
ス
の
近
代
農
業
技
術

を
導
入
し
、農
村
経
営
を
行
い
、マ
カ
ロ
ニ
や
綿
織
物

な
ど
を
外
国
人
居
留
地
で
販
売
し
た
。そ
の
結
果
、

写
真
の
よ
う
な
海
岸
か
ら
山
頂
に
続
く
西
彼
杵
半

島
の
斜
面
地
に
、教
会
を
中
心
と
す
る
集
落
が
形

成
さ
れ
た
。出
津
教
会
、救
助
院
、旧
鰯
網
工
場

（
ド
・ロ
神
父
記
念
館
）、大
平
作
業
所
や
当
時
の
農

業
遺
構
な
ど
が
、日
本
に
お
け
る
特
異
な
景
観
を
形

成
し
て
い
る
。

大平作業所跡

出津教会周辺（明治２０年頃）５）

ド・ロ神父 ６）

出津教会周辺（現在）

旧救助院 ６）

長崎市外海地区

出津教会

旧鰯網工場（ド・ロ神父記念館）６）
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